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質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

 

１ コロナ禍におけるスマート自治体に向けての取組（３０分）            

 自治体が、人口減少時代でも行政サービスをしっかりと提供でき

る体制を探るために「スマート自治体への転換」が課題となってお

ります。しかし、新型コロナウイルスの問題が起こり、助成金や給

付金の申請など業務量は増加の一途をたどっています。そして、窓

口の３「密」回避など、次々と降りかかる問題に自治体も対応して

いかなければなりません。迅速な対応のため、自治体の業務効率化

が急務となっており、第６次鶴ヶ島市総合計画の施策３７でも「持

続可能な行政経営の推進」を挙げております。 

このような観点から、以下質問いたします。 

 

（１）職員の業務負担の現状について 

（２）新型コロナウイルス対策と通常業務の業務量について 

（３）定型・定例的な業務の効率化について 

（４）指定管理者制度や民間委託の見直しについて 

（５）将来に向けての行政の在り方について 
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